
児童手当制度 

心家庭とこどものしあわせのためにこ 

この制度は、国、県、市と事業主が費用をもちあい 

児童を養育する人に手当を支給することによって、家 

庭生活の安定と、次代をになう児童の健全育成をはか 

ることを目的としています。 

◇受けられる人は 

① 18才未満の児童を 3人以上養育しており、うち 

1 人以上が義務教育終了前の児童であること 

②その人の前年の収入が一定の額（扶養親族が 5 

人の場合2百万円）に満たないこと。 

◇手当の額は 

1人につき 3千円です。 

◇受けるための手続きは 

申込書は、各支所、出張所にあります。提出先 

は、福祉事務所です。 

◇手当の支給は 

昭和4?年1月分と2月分を3月 に支払いします、 

その後は毎年6月、10月、2月に支払います。 

なお詳しいことは、係にお問い合わせください。 

昭和 46 年 11 月 1 日 	273号 

毎月 1日・15日 発行 	一部8円 

発行所 五所川原市役所 

（記者団に発表する佐々木市長） 
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す
で
に
市
で

は
県
内
の
ト
ッ

プ
を
切

っ
で
、
 

本
年
度
か
ら
市

民
税
を
標
準
税

率
に
引
き
さ
げ

明
年
度
か
ら
は

固
定
資
産
税
も

段
階
的
に
減
税

に
と
り
か
か
る

こ
と
が
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
が

こ
の
た
び
、
さ

ら
に
昭
和
四
十

六
年
度
の
公
共

料
金
を
全
て
据

え
お
く
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
 

最
近
の
経
済
不
況
並
び
に
、
 

二
年
連
続
の
米
の
生
産
調
整
な

ど
当
市
を
と
り
ま
く
経
済
情
勢

の
き
び
し
さ
に
対
処
す
る
た
め

の
措
置
で
、
市
民
生
活
の
安
定

を
強
く
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
と
併
行
し
て
、
西
北
五
広
域

圏
整
備
事
業
を
中
心
に
し
た
。
 

思
い
き
っ
た
公
共
投
資
の
増
加

公
共
事
業
の
早
期
発
注
を
し
て

ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

市
の
公
共
料
金
の
お
も
な
も

の
は
、
市
営
住
宅
使
用
料
、
学

校
給
食
費
、
市
民
文
化
会
館
、
 

中
央
公
民
館
な
ど
の
使
用
料
市

立
高
等
学
校
授
業
料
そ
の
他
諸

手
数
料
な
ど
二
百
二
十
余
件
を

す
べ
て
値
あ
げ
し
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

サ
 

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
不
況
下

の
物
価
上
昇
対
策
の
ー
つ
と
し

て
市
が
決
断
し
た
も
の
で
、
軒

な
み
に
公
共
料
金
が
値
あ
げ
さ

れ
て
い
る
昨
今
、
少
し
で
も
明

る
く
豊
か
な
生
活
へ
の
一
助
に

も
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
 

ち
な
み
に
、
市
の
建
設
的
事

業
費
は
前
年
の
五
億
六
千
万
円

か
ら
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
七

億
八
千
万
円
を
数
へ
、
早
期
発

注
の
結
果
は
、
総
事
業
費
の
八
 
 

十
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
記
録
を
示

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
例
年
の

市
の
実
績
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

上
廻
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
目

標
で
あ
る
七
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

を
も
大
き
く
上
廻
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
 

公
営
住
宅
建
設
、
消
防
施
設

整
備
、
国
土
調
査
、
市
庁
舎
建

設
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
な
ど
は

百
パ
ー
セ
ン
ト
を
記
録
し
て
い

ま
す
。
 

消
費

生
活
苦
情
相

談
所

を
開

設
し

て
い
ま
す
 

市
庁
舎
が
移
転
し
ま
し
た
の

で
、
十
月
か
ら
み
な
さ
ま
の
お

買
物
の
便
利
を
は
か
る
た
め
に

消
費
生
活
苦
情
相
談
所
を
次
の

よ
う
に
変
更
開
設
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

商
品
の
不
当
価
格
、
不
当
表

示
、
欠
陥
食
品
な
ど
、
消
費
生

活
全
般
に
わ
た

っ
て
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
、
手
紙

に
よ
る
間
合
せ
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。
 

◇
日
時
 

毎
月
第
一
、
第
三
水
曜
日

午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

◇
場
所
 

中
三
デ
パ
ー
ト
五
階
 
催
し

場
 

電
話
 
四
局
 
三
一
三
一

◇
そ
の
他
 

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
 

直
接
商
工
観
光
課
宛
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
 

市
役
所
の
執

務
時
 

間
が
変
り
ま
し

た
 

十
一
月
一
日
か
ら
三
月
1
1
1
 

十
一
日
ま
で
市
役
所
の
執

務
時
間
が
冬
時
間
と
な
り

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
四
時
十
五
分
ま
で
と
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 



寺
 
町
 

只
木
健
一
、
飯
塚
イ
ワ
、
小
 

②
 

田
桐
み
を
 

下
 
村
 

田
中
勝
得
、
奥
野
博
 

南
下
派
立
 

浜
館
清
 

大
日
町
 

葛
西
兼
繁
 

曙
 
町
 

木
村
忠
治
、
天
内
勇
吉
 

北
下
派
立
 

坂
本
徳
蔵
、
坂
本
ミ
チ
、
飯
 

詰
開
拓
農
業
協
同
組
合
 

長
 
坂
 

吉
田
安
二
、
野
宮
信
義
、
高
 

橋
作
之
亜
 
／

・
 

下
岩
崎
 

坂
本
一
二
三
、
其
田
肇
r
洪
 

田
徳
之
進
、
其
田
司
、
其
田
力
 

男
、
小
野
正
雄
 

梅
田
地
区
 

◇
十
六
年
連
続
完
納
者

梅
 
田
 

浅
利
み
さ
、
三
浦
ミ
チ
ョ
、
 

神
喜
三
郎
、
福
土
長
之
助
、
斎

藤
正
則
、
金
丸
貞
次
郎
、
前
田

周
一
 

中
 
泉
 

成
田
平
内
、
大
谷
慶
作
、
大

谷
一
雄
 

◇
十
「
軍
連
続
完
納
者
 

鈴
木
昭
、
鳴
海
四
郎
 

◇
十
二
年
連
続
完
納
者
 

梅
 
田
 

福
土
長
太
郎
、
成
田
甚
五
郎

佐
藤
直
作
、
佐
藤
由
太
郎
、
永

田
勝
之
助
、
斎
藤
嘉
七
郎
、
斎

藤
田
鶴
子
、
斎
藤
茂
行
、
林
賢

行
、
福
井
さ
わ
、
浜
館
定
太
郎

中
 
泉
 

土
岐
正
敏
、
神
誠
、
関
与
吉

関
幸
雄
、
関
タ
ミ
、
今
雪
枝

◇
十
一
年
連
続
完
納
者
 

梅
 
田
 

野
呂
嘉
作
、
前
田
豊
作
、
川

口
勇
、
佐
藤
喜
代
四
郎
、
福
井

勇
次
、
石
岡
貞
三
、
加
藤
栄
一

鈴
木
ッ
セ
、
鈴
木
馨
、
佐
藤
貞

雄
、
福
井
英
八
、
前
田
与
三
郎

中
 
泉
 

関
定
雄
、
関
重
光
、
神
義
市

山
内
孫
六
 

◇
九
年
連
続
完
納
者
 
 

梅
 
田
 

鈴
木
金
次
郎
、
鈴
木
昭
夫

中
 
泉
 

神
由
雄
、
佐
寿
木
芳
美
、
関

勝
衛
、
成
田
昭
夫
、
関
清
秋
、
 

小
山
内
ミ
サ
、
小
山
内
志
佐
男

小
山
内
正
一
、
関
実
正
、
関
喜

代
治
、
関
喜
代
志
 

◇
八
年
連
続
完
納
者
 

梅
 
田
 

佐
藤
兼
作
、
福
井
達
雄
、
柳

谷
美
代
治
、
柳
谷
清
治
、
伊
藤

正
敏
、
斎
藤
啓
吉
、
竹
部
則
義

神
光
則
、
成
田
良
治
、
成
田
嘉

市
、
戸
沢
多
吉
、
前
田
正
、
佐

藤
哲
雄
、
福
土
正
雄
 

中
 
課
 

成
田
義
治
、
成
田
長
作
、
成

田
慶
作
、
成
田
敏
則
、
成
田
竹

雄
 全

ハ
年
連
続
完
納
者
 

梅
 
田
 

川
ロ
き
よ
玖
、
鈴
木
長
松

中
 
泉
 

成
田
辰
己
、
大
谷
晃
一
、
成

田
千
義
、
長
内
正
太
郎
、
神
貞

吉
、
小
山
内
俊
一
、
成
田
き
く

江
、
神
勝
美
、
関
マ
キ
、
工
藤

倉
雄
 

◇
四
年
連
続
完
納
者
 

梅
 
田
 

石
黒
春
吉
、
山
田
勝
美
、
佐

藤
重
則
、
佐
藤
喜
佐
雄
 

◇
二
年
連
続
完
納
者
 

梅
 
田
 

前
田
秀
雄
、
浅
利
正
三
、
福

土
豊
三
、
福
井
さ
だ
、
小
山
内

重
五
郎
、
長
内
助
五
郎
 

中
 
泉
 

関
キ
ミ
、
大
谷
和
夫
、
松
山

喜
代
美
、
松
山
喜
代
太
郎
、
小

山
内
久
信
、
神
儀
三
郎
 

七
和
地
区
 

◇
十
六
年
連
続
完
納
者
 

高
 
野
 

小
笠
原
友
次
郎
 

羽
野
木
沢
 

長
崎
タ
マ
 

◇
十
四
年
連
続
完
納
者
 

高
 
野
 

福
土
由
松
、
福
士
時
雄
、
福
 

士
耕
一
、
福
士
多
吉
 

◇
十
」
犀
連
続
完
納
者
 

高
 
野
 
 

小
価「
京豊
蔵
、
福
土
ま
る
、
 

福
土
行
雄
、
堀
内
昭
吉
 

持
子
沢
 

三
上
又
一
郎
 

羽
野
木
沢
 

阿
部
保
信
、
阿
部
金
太
郎
 

原
 
子
 

土
岐
つ
な
、
伊
藤
浪
三
郎
、
 

柳
原
理
一
郎
 

◇
十
ニ
年
連
続
完
納
者
 

高
 
野
 

今
専
三
郎
、
小
笠
原
忠
治
、
 

楠
美
の
ぶ
、
佐
々
木
健
一
、
浅
 

利
雌
但
ニ
 

前
田
野
目
 

大
坂
徳
太
郎
 

羽
野
木
沢
 

伊
藤
源
司
、
阿
部
円
太
郎
 

原
 
子
 

佐
藤
」
廊
、
柳
原
賢
太
郎
、
 

青
銀
原
子
支
店
、
阿
部
芳
五
郎
 

◇
十
一
年
連
続
完
納
者
 

高
 
野
 

福
土
敏
明
 

羽
野
木
沢
 

斎
藤
慶
作
、
阿
部
鉄
四
郎
 

原
 
子
 

宮
崎
竹
治
、
川
口
本
一
、
阿
 

部
慶
五
郎
 

◇
九
年
連
続
完
納
者
 

高
 
野
 

福
土
千
代
太
郎
、
小
笠
原
正
 

広
 前

田
野
目
 

新
谷
喜
三
郎
、
新
谷
常
太
郎
 

新
谷
志
郎
、
新
谷
悦
男
、
新
谷
 

常
三
郎
、
大
坂
善
蔵
、
大
坂
嘉

一
郎
、大
坂
健
太
郎
、
大
坂
鉄

四
郎
、
大
坂
幸
雄
、
大
坂
祐
一

‘
 

新
谷
臣
一
、
神
山
良
三
 

一

持
子
沢
 

三
上
清
治
、
三
上
与
七
郎

原
 
子
 

斎
藤
伊
助
、
佐
藤
貞
義
、
柴

田
弥
三
郎
、
柴
田
弥
吉
、
柳
原

政
治
郎
、
柳
原
久
三
郎
、
エ
藤

勝
四
郎
、
斎
藤
慶
三
郎
、
斎
藤

富
枝
、
阿
部
賢
次
郎
、
阿
部
孫

左
衛
門
、
阿
部
俊
悦
、
伊
藤
勝

美
 ◇

八
年
連
続
完
納
者
 

原
 
子
 

阿
部
多
助
、
阿
部
松
三
郎
、
 

阿
部
千
代
太
郎
、
雨
森
ミ
サ
、
 

伊
藤
八
太
郎
、
伊
藤
清
一
伊
藤
 
 

末
吉
，
伊
藤
昭
義
、
兼
成
由
五

郎
、
久
米
田
ま
せ
こ
、
小
林
喜

八
、
斎
藤
勝
雄
、
藤
田
瀬
五
郎

宮
崎
丑
太
郎
 

羽
野
木
沢
 

阿
部
喜

一
郎
、
阿
部
与
七
郎

阿
部
秀
四
郎
、
阿
部
多
平
、
阿

部
四
雄
、
小
林
繁
成
、
斎
藤
平
 

助
 前

田
野
月
 

唐
牛
武
雄
、
福
土
新

一
、
新
 

谷
啓

一
 

高
 
野
 

福
士
良
吉
 

◇
六
年
連
統
完
納
者
 

俵
 
元
 

松
山
与
七
郎
 

原
 
子
 

阿
部
茂
雄
、
伊
藤
辰
之
助
、
 

伊
藤
嘉
三
郎
、
伊
藤
弥
四
郎
、
 

五
十
嵐
仁
助
、
工
藤
兼
次
郎
、
 

三
上
幹
一
、
斉
藤
末
太
郎
 

羽
野
木
沢
 

阿
部
東
七
郎
、
小
林
伊
三
郎
 

小
林
勇
、
斎
藤
時
雄
、
永
沢
幸
 

之
 前

田
野
目
 

斎
藤
敏
一
、
斎
藤
佐
吉
、
斎
 

藤
多
作
、
斎
藤
留
吉
、
斎
藤
重
 

雄
、
鶴
谷
キ
ワ
 

高
 
野
 

斎
藤
国
雄
、
原
子
農
事
振
興
組

合
 羽

野
木
沢
 

阿
部
三
次
郎
、
阿
部
義
爽
、
 

阿
部
周
太
郎
、
大
坂
忠
三
郎
、
 

小
林
多
「
郎
、
真
藤
勝
美

持
子
沢
 

今
忠
次
、
三
上
勝
四
郎

前
田
野
目
 

大
坂
和
美
、
大
坂
進
、
西
塚

忍
、
前
田
野
目
s
s
共
防
組
合

高
 
野
 

佐
々
木
兵
五
郎
、
佐
藤
由
太

郎
、
福
士
久
三
郎
、
福
士
孝
治

堀
内
美
佐
雄
、
堀
内
謙
司
、
山

口
清
次
郎
、
佐
々
木
栄
喜
智

◇
二
年
連
続
完
納
者
 

．
ー
堀
内
留
四
郎
 

議
 藤
締
霧
編
緯
野
瞬
 

孟
 
夫
、

福
士
揚

一
、
福
士
定
五
郎

島
 
屈

勾
留
g
事
 

】
難
 
◇
四
年
連
続
完
納
者
 

響
 
原
 
子
 

一
霧
 
伊
藤
健
四
郎
、
川
口
満
夫
、
 

「
 



高
 
野
 

堀
内
栄
作
、
堀
内
音
太
郎
、
 

三
浦
佐
吉
、
福
士
敏
雄
、
福
士

キ
ャ
、
福
士
武
喜
、
今
致
、
福

士
ヤ
サ
、
小
笠
原
幸
助
、
小
笠

原
雄

一
、
葛
西
松
男
、
工
藤
繁

雄
、
楠
美
初
則
、
福
士
滝
太
郎

前
田
野
目
 

新
谷
武
美
、
今
多
作
、
新
谷

市
太
郎
、
新
谷
良
吉
、
大
坂
勇

持
子
沢
 

長
内
源
治
、
工
藤
秀
一
、
長

峰
竹
太
郎
 

羽
野
木
沢
 

高
橋
清
助
、
須
藤
末
作
、
宮

島
巌
、
秋
田
勘
助
、
小
笠
原
カ

ッ
、
阿
部
秀
太
郎
、
新
谷
万
次

郎
、
斎
藤
平
内
、
阿
部
武
市
、
 

藤
田
賢
次
 

原
 
子
 

宮
崎
嘉
四
蔵
、
斎
藤
哲
美
、
 

三
上
博
義
、
三
上
セ
ツ
 

毘
沙
門
地
区
 

◇
十
四
年
連
続
完
納
者
 

長
 
富
 

角
田
松
四
郎
、
笠
井
千
代
吉

木
村
漸
、
木
村
義
衛
、
北
川
平

作
、
斎
藤
和
五
郎
、
桜
井
喜
久

蔵
、
桜
井
賢
治
、
桜
井
清
一
、
 

須
藤
徳
市
、
其
田
三
千
雄
、
其

田
正
勝
、
高
橋
警
 
高
橋
元
作

高
橋
兼
作
、
高
橋
辰
三
郎
、
高

谷
政

一
、
中
元
百
太
郎
、
中
元

金
作
、
鳴
海
正
吉
、
鳴
海
繁
雄

藤
森
兼
世
、
増
田
清
一
郎
、
増

田
勇
、
増
田
陛
、
松
川
一
男
、
 

松
川
利
雄
、
山
口
初
郎
、
沢
田

昭
雄
、
上
見
義
直
 

◇
十
三
年
連
続
完
納
者
 

毘
沙
門
 

泉
谷
正
志
、
三
ケ
田
賢
造
、
 

山
口
長
助
 

長
 
富
 

小
笠
原
富
太
郎
、
小
笠
原

一

市
 ◇

十
二
年
連
続
完
納
者
 

毘
沙
門
 

成
田
貫
造
、
成
田
知
、
山
ロ

竹
男
 

長
 
富
 

荒
関
万
之
助
、
太
田
定
義
、
 

③
 
太
田
富
造
 

木
村
清
三
郎
、
斎

藤
ョ
シ
、
桜
井
粕
雄
、
白
取
ミ

キ
、
其
田
美
治
、
た
こ
島
長
三
 

郎
、
高
橋
際
允
、
高
木
重
規
、
 

高
木
勘
十
郎
、
鳴
海
繁
八

◇
十

一
年
連
続
完
納
者

毘
沙
門
 

太
田
良
雄
、
北
川
柾
昭
、
沢

田
守
利
、
杉
山
み
つ
、
杉
山
裕

田
村
道
春
、
成
田
俊
雄
、
福
間

光
雄
、
前
田
直
四
郎
、
松
沢

1
1
一

五
兵
衛
、
山
口
竹
四
郎
、
山
口

勇
、
山
口
泰

一
、
山
ロ
二
「

1
1
 

長
 
富
 

太
田
由
雄
、
小
笠
原
松
衛
、
 

角
田
善
吉
、
片
山
武
男
木

村

清
八
、
斎
藤
ナ
ル
、
其
田
ヒ
サ

イ
、
原
田
敬
作
、
藤
森
ェ
ッ
、
 

松
川
松
太
郎
、
斎
藤
秀
成

◇
九
年
連
続
完
納
者
 

毘
沙
門
 

蝦
名
正
俊
、
北
川
弥
三
郎

長
 
富
 

古
川
武
六
、
其
田
長
作
、
其

田
一
二
三
、
増
田
義
光
、
松
川

米
太
郎
 

◇
八
年
連
続
完
納
者
 

毘
沙
門
 

笠
井
重
」
郎
、

北
川
光
男
、
 

北
川
松
太
郎
、
北
川
弥
九
郎
、
 

北
川
鉄
雄
、
北
川
平
内
、
北
川

要
二
郎
、
工
藤
治
右
衛
門
、
佐

藤
善
衛
門
、
佐
藤
忠
文
、
佐
藤

武
太
郎
、
佐
藤
武
次
郎
、
沢
田

嘉
四
太
郎
、
中
田
幸
作
、
山
口

一
雄
、
山
口
弥
五
郎
 

長
 
富
 

中
元
松
五
郎
、
中
元
武
三
郎

松
川
米
八
 

◇
六
年
連
続
完
納
者
 

毘
沙
門
 

佐
藤
福
次
郎
、
逆
瀬
川
直
男

白
川
勝
四
郎
、
杉
山
石
五
郎
、
 

山
口
弘
、
山
口
吉
太
郎
 

長
 
富
 

阿
部
清
治
、
木
村
繁
太
郎
、
 

猿
賀
兼
右
衛
門
、
白
取
清
勝
、
 

其
田
武
、
成
田
勇
七
、
増
田
武

美
、
増
田
義
美
、
三
上
元
市

◇
四
年
連
続
完
納
者
 

毘
沙
門
 

岡
田
昭
一
、
小
野
正

二
 
岡

田
弘
、
笠
井
敏
雄
、
嘉
山
年
弘

北
川
キ

ェ
、
北
川
利
春
、
北
川

又
一
郎
、
佐
藤
定

一
、
佐
藤
滋

竹
内
実
、
成
田
誠

一
、
成
田
勝

美
、
成
田
忠
義
、
成
田
一
雄
、
 

成
田
幸
雄
、
成
田
正
春
、
成
田
 
 

久
雄
、
川
村
勇
蔵
 

長
 
富
 

山
内
勇
四
郎
、
上
見
平
内
、
 

其
田
弥
太
郎
 

◇
二
年
連
続
完
納
者
 

毘
沙
門
 

小
野
善
悦
、
工
藤
柾
勝
、
佐
 

藤
定
光
、
野
宮
男
治
、
三
ケ
田
 

与
造
、
三
ケ
田
松
雄
、
山
口
定
 

五
郎
、
三
上
清
蔵
 

長
 
富
 

太
田
佐
左
衛
門
、
猿
賀
六
郎
 

白
取
忠
英
、
藤
森
竹
平
、
山
口
 

勇
蔵
、
沢
田
広
、
上
見
ソ
ョ
 

法
 
人
 

◇
十
三
年
連
続
完
納
者
 

弘
前
相
互
銀
行
 

◇
十
二
年
連
続
完
納
者
 

田
 
町
一
 

（
株
）
中
田
土
木
所
 

新
 
町
 

末
広
稲
荷
神
社
 

◇
十
一
年
連
続
完
納
者
 

本
 
町
 

津
軽
信
用
金
庫
 

◇
九
年
連
続
完
納
者
 

旭
 
町
 

（
株
）
栄
光
金
融
 

本
 
町
 

青
和
銀
行
、
 
（
株
）
東
奥
日
 

報
社
 

東
 
町
 

（
株
）
日
本
通
運
 

◇
八
年
連
続
完
納
者
 

旭
 
町
 

青
森
酒
類
卸
商
（
協
）
 

上
平
井
町
 

島
口
木
工
所
 

大
 
町
 

津
軽
観
光
 

東
 
町
 

丸
果
五
所
川
原
り
ん
ご
移
出
 

商
業
 

弥
生
町
 

青
森
県
経
済
農
業
協
同
組
合
 

◇
六
年
連
続
完
納
者
 

第

一
中
川
村
農
業
協
同
組
合
 

大
 
町
 

弘
前
運
送
 

栄
 
町
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
父
 

母
と
教
師
の
会
 

上
平
井
町
 

郵
政
省
共
済
組
合
、
社
団
法
 
 

人
北
地
方
教
育
会
館
、
青
森
県
 

教
育
更
生
会
 

◇
四
年
連
続
完
納
者
 

新
 
町
 

（相
）
朝
日
生
命
保
険
 

弥
生
町
 

青
森
県
信
用
農
業
協
同
組
合
 

太
刀
打
 

（
株
）
井
沢
工
務
店
 

布
屋
町
 

（
有
）
金
正
堂
 

寺
 
町
 

（有
）
工
藤
常
商
店
 

上
平
井
町
 

（株
）
五
所
川
原
商
事
 

大
 
町
 

（
協
）
五
所
川
原
専
門
店
会
 

小
林
金
物
店
 

田
 
町
 

I
 

西
北
運
送
 

大
 
町
 

，,
 

津
軽
弘
済
会
 

本
 
町
 

鶴
常
書
店
、
鉄
道
弘
済
会
 

布
屋
町
 

東
北
電
気

工
事
 

寺
 
町
 

（有
）
長
沢
商
店
、
 
（
株
）
 

藤
田
書
店
 

大
 
町
 

（
株
）
丸
英
で
ん
き
 

川
端
町
 

丸
福
金
融
 

本
 
町
 

（
株
）
又
五
佐

々
木
呉
服
店
 

上
平
井
町
 

（
株
）
 
モー
ド
ミ
ヤ
カ
ワ
 

旭
 
町
 

鶴
谷
建
設

K
K
 

◇
二
年
連
統
完
納
者
 

本
 
町
 

（
株
）
上
田
金
物
店
 

湊
 

（
株
）
五
所
川
原
自
動
車
車
 

検
場
 

岩
木
町
 

こ
せ
き
（
株
）
 

田
 
町
 

三
幸
製
氷
 

太
刀
打
 

斎
勝
建
設
、
 
（
株
）
島
村
産
 

業
 松

島
町
 

（
株
）
伸
明
工
業
 

（
以
下
次
号
に
続
け
ま
す
）
 



市税完納強調期間 

11. 1---12.28 
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④
 

昭
和
四
十
六
年
度
県
営
住
宅
 

入
居
者
募
集
に
つ
い
て
 

こ
の
た
び
県
で
は
次
の
と
お

り
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
の
人
は
申
込
み
く

だ
さ
い
。
 

◇
団
地
 

新
宮
団
地
 

◇
種
別
 

一
種
 

◇
構
造
 

簡
耐
二
階
建

◇
建
設
戸
数
 
四

十
八
戸

◇
募
集
期
間
 

十
月
二
十
五

日
か
ら
十
一
月
十
三
日
ま
で

◇
住
守
の
抽
せ
ん
日
、
十
二
月

中
旬
頃
 

‘
 

◇
入
居
予
定
日
 
十
二

月
下

旬
頃
 

◇
規
模
 
六
畳
、

三
畳
 
台

所

（
六
畳
）
 

◇
家
賃
 
五

千
五
百
円
位

◇
敷
金
 

三
ケ
月
分
相
当
額

◇
人
居
資
格
 

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

る
人
。
 （
婚
約
中
の
人
は
住

宅
引
渡
し
の
と
き
ま
で
に
結

婚
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
、
内
縁
も
含
み
ま
す
）
 
 

②
県
内
に
住
所
ま
た
は
、
勤

務
先
の
あ
る
人
 

⑧
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
人
 

④
県
税
、
所
得
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人
 

⑤
政
令
で
定
め
る
基
準
の
収

人
の
あ
る
人
 
例
 
扶
養
親

族
三
人
の
場
合
は
、
過
去

一

年
間
の
収
入
額
が
、
七
十
六

万

一
千
九
百
九
十
九
円
か
ら

百
四
方
五
千
九
百
九
十
九
円

ま
で
の
人
 

◇
申
込
手
続
書
類

（
各
一
部
）
 

①
入
居
申
込
書
 

②
所
得
金
額
計
算
書

（
給
与

所
得
者
は
、
四
十
五
年
度
源

泉
徴
収
票
を
添
付
）
 

⑧
住
民
票

（
謄
本
）
 

④
県
税
お
ょ
び
所
得
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
証
明
書

◇
中
込
先
 

五
所
川
原
市
役
所
市
民
課

電
話
五
ー
二
、
 一
一
一

内
線
二
七
四
、
 
一
七
五
 
 

改
正
建
設
業
法
の
説
明
会
 

昭
和
四
十
七
年
四
月
一

日
か
ら
建
設
業
法
の

一
部

が
改
正
に
な
り
ま
す
の
で

・

関
係
者
は
必
ず
御
出
席
下

さ
い
 

日
時
 
十

一
月
十

一
日

午
後
一
時
 

場
所
 
市
民
文
化
会
館
 

市
税
を
完
納
し
て
新
し

い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ

い
 

十
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
一
一

十
八
日
ま
で
を
、
市
税
完
納
強

調
期
間
に
定
め
て
、
市
民
の
み

な
さ
ま
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
お
手
許
の
納
税
通

知
書
を
お
あ
ら
た
め
く
だ
さ
れ

十
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
は
、
 

完
納
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
市
税
の
納
期
限

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

◇
固
定
資
産
税
、
第
四
期
、
十

一
月
三
十
日
ま
で
 

◇
保
険
税
、
第
三
期
 
十
一
月

三
十
日
ま
で
 

◇
市
、
県
民
税
、
第
四
期
 
十

二
月
二
十
八
日
ま
で
 

◇
保
険
税
、
第
四
期
 
十
二
月

一
一
十
八
日ま
で
 

ま
た
、
市
税
は
次
の
金
融
機

関
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

青
森
銀
行
、
弘
前
相
互
銀
行

津
軽
信
用
金
庫
、
青
森
県
信
用

組
合
の
各
五
所
川
原
支
店
、
青

森
銀
行
原
子
支
店
、
北
奥
羽
信

用
金
庫
七
和
支
店
、
五
所
川
原

市
農
協
三
好
支
所
。
 

「
あ
な
た
の
教
室
」
の
申

込
み
は
公
民
館

へ
ど
う

ぞ
 

八
月
か
ら
発
足
し
た
「
あ
な

た
の
教
室
」
は
、
好
評
を
え
て

い
ま
市
内
の
各
所
で
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

市
民
み
な
さ
ん
の
選
択
の
自

由
に
こ
た
え
る
と
い
う
も
の
で

み
な
さ
ん
が
希
望
す
る
日
時
と

場
所
に
講
師
を
派
遺
す
る
と
い

う
こ
と
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
 

現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の

に
は
、
生
花
、
書
道
、
弓
道
、
 

柔
道
、
相
撲
、ニ
ハ
レ
ボ
ー
ル
、
 

卓
球
、
舞
踊
、
演
劇
、

コ
ー
ーフ

ス
、
ね
ぶ
た
ば
や
し
、
 民
謡
、
 

礼
法
、
冠
婚
葬
祭
の
司
会
者
、
 

各
種
講
師
な
ど
多
彩
で
す
。
さ

ら
に
、
日
曜
大
工
、
手
芸
、
料

理
健
康
な
ど
が
、
農
閑
期
を
待

っ
て
始
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
 

ど
う
ぞ
、
生
活
の
は
り
に
生
き

が
い
に
役
立
つ
 
「あ
な
た
の
教

室
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
希

望
の
人
は
、
中
央
公
民
館

（
電

話
五
ー
二
三
五
二
）
 へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。
 

材
料
費
な
ど
実
費
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
講
師
に

要
す
る
経
費
は
、
市
で
負
担
し

ま
す
。
 

調
理
師
試
験
の
お
知
ら

せ
 

昭
和
四
十
六
年
度
の
調
理
師
 

試
験
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
 

す
の
で
、
希
望
の
人
は
申
込
み
 

く
だ
さ
い
 

◇
試
験
期
日
 

十
二
月
五
日
 

◇
願
書
受
付
 

十
月
二
十
日
か
ら
十
一
月
十
 

日
ま
で
 

◇
願
書
 

五
所
川
原
保
建
所
に
あ
り
ま
 

す
。
 

極
盲
 

三
道
会
館
に
電
話
が
あ
 

り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
 

五
局
ー
ニ
五
四
O
番
 

筒耐 2 	階建 
（五対｝Il原，i新喜団地） 

一1遺平面図ー 

 

2階乎面図 
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津
軽
平
野
の
中
心

都
市
五
所

川
原
の
象
徴

に
ふ
さ
わ
し

い
新

庁
舎
の
完
成
を
み
ま
し
た
。
 

設
計
の
重
点
は
、
市
民
サ

ー
 

ビ
ス
と
機
能
性
に
加
え
て
優
雅

堅
牢
に
お
き
ま
し
た
。
そ
の
特

色
の
ー
つ
は
、
 一
般
の
窓
ロ
を

集
中
し
た
二
階
と
三
階
を
全
国

の
官
公
署

で
は
始
め

て
と
い
う
 

エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
で
結
び
、
お

子
さ
ま
づ
れ
の
お
母
さ
ま
方
で

も
お
気
軽

に
お
出
で

い
た
だ
く

よ
う
に
し

た
こ
と
で
す
。
二
つ

に
は
産
経
会
館
と
直
結
し
た
こ

と
で
す
。

こ
れ
も
全
国
初
の
こ

こ
ろ
み
で
、
農
協
や
商
工
会
議

所
な
ど

の
用
件
も
手
近
で
済
ま

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に

一
層

市
民
自
治

の
市
政
を
す
す
め
、
 

新
風
あ
ふ
れ
る
五
所
川
原
市

の

建
設
に
、

職
員
と
も
ど
も
尽
く

す

つ
も
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
長
 

佐

々

木
 

栄
 
造
 

あ

い
さ
 
つ
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（佐A木市長） 

200k 一1 150' 	600「11 	水中ポンフ” ~00‘×15kw l 台“ 水中ポンフ” (00 # >< 15kw l 台“ 600m 

建築概要 

青森県五所川原市字岩木町12番地 
1 5.00O.00On 

1）構造規模 鉄筋コンクI)ート造・地下 1 階・地 
ーヒ 5階・塔屋2B皆 

2 ）建築面積 2.475. 0 4m 
3 ）建築延面積 8.1 54.7 3ni 

	

うち 市庁舎 	5 .2 5 5.0 3n 

車 	庫 	88ワ．6 On 
4 ） 総 経 費 約6億円 

建物の高さ 地上より 2 5.3 5m 

設備概要 

(1） 給排水衛生設備 
給水設備 上水揚水ポンプ 65+x7.Skw 2台 

井水揚水ポンプ 80 申 × 11kw 2 台 

排水設備 汚水、雑排水合流式 
消火設備 ，肖火ポンプ 65 + )< 11kw l 台 

屋内消火栓 	 10台 

し尿浄化槽設備 800人長時間ばっ気式 1槽 
ガ ス 設 備 都市ガス 	 ー式 
給 湯 設 備 湯沸器 	 14台 

貯湯槽 	2. 000e 	l基  

(2) 暖房換気設備 
~暖房設備 高圧ボイラー 定格出力 3, 000'ツH 

最高使用圧力 7k9白 2 基 
且中給水ポンプ 復式EDR 6.000n l台 

熱交換器 280. 000’う」と加 1台 40,000'… Hl 台 

暖房ユニッ ト 	13台 

換気設備 排風機 	 10台 

(3） さく井設備 

(4） 焼却炉設備 

(5） 昇降機設備 
1基 

1基 
1基 

(6) 電気設備 
受電設備 契約電力業務用 220k・ 

変圧器 高圧動力用 3' KVA l 台 200K VA 
電灯用 1' 75KVA 2台 

自家発電設備 	lOOK VA 
電気時計 放送設布『 チャイム時報装説 出退表示器 火災報知機 

'TV装置 ィンターホン装灘 議耳‘録音装置 “」！雪装置 避雷針装置 

(7) 電話設備 

I 	クロスバー自動交換機 局線20回線 内線148回線 

夜間電話転送台 

設計．監理 建設省東北地方雄設局 

位 置 

敷地の面積 

建物の概要 

産
経
会
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自燃式 	600~1,000 二叱ia, 	1番 自燃式 	600-1 ,000う％二， 	1基 

エスカレータ- 30%;n x 6.000 ク名

エレべーター 交流型自動式 定員 8 名

直流型 ク 定員11名 

新市庁舎の建築概

要と設備概要 

着 工 

昭和45年 3 月引日

竣 二］二 

昭和46年 9 月巧日 
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会議 室 
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会員サロン 
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I応接窒
り丁爾E彊 

L 議員控室』月会宣“こ 

~ 

水 道 課 

. 

都市計こI厩1「Fi 
設 課 	 農林課 

	

→ .-. U 	 

商工観光護 

U 	 

市民ホー Jし 

‘カレ 

.= 

税 務 

四階 

市長室 市長公室 秘書室 助役室 企

画総務課 人事課 財政課 選挙管理委

員会 農業委員会事務局 広域医療委員

会事務局 西北五広域市町村圏協議会事

務局 電話交換室 報道記者室 り】子研

修室 女子研修室 
' 

三階 

税務課 商工観光課 農林課 建設課 

都市計画課 水道課 教育委員会事務局 

五階 

正副議長室 議員控室 第一委員会室（ 

図書室） 第二委員会室 第三委員会室

第四委員会室 議場 議会事務局 監査

委員事務局 公平委員会事務局 



⑦ 

地上一階 

現業員控室 運転者 工夫控室 休養室

第一書庫 第二書庫 ロー力ー室 互助会 

（売店） 食堂喫茶 職員組合 

二階 

玄関ホール（案内） 相談室 （市民相

談、交通対策） 市民課 保険衛生課

福祉事務所 収入役室 会計課 市民ホ 

ール 警備室 

地下一階 

電気室 ボイラー室 機械管理室 

1翫車置，・屋上は駐車場 ~ 
計課三 2 

‘設 
‘宣 

工会議所事 

「ー一,で一」,ーI111一 市民ホール 

i識毒 	l吹抜鳴信用保証“ 
U 

灘勤 

ー 	， 

. .  l 
車 庫 

. 

U,"" 

一ー」  

（市 庁 舎） 

S ● S S S 
市民‘職員自転車置場 
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~ ■ ~ 
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⑧
 

に
ぎ
わ
っ
た
新
庁
舎
公
開
 

◇
特
別
公
開
 

敬
老
の
日
に
 

あ
た
る
九
月
十
“
 

五
日
、
 一
般
公

開
に
先
だ
ち
老

人
ク
ラ
ブ
地
区

会
長
、
老
人
ホ
 

ー
ム
 
「く
る
み

園
」
の
在
園
者

市
遺
族
会
員
ら

三
百
七
十
人
と

初
代
市
長
の
外
 

裟
襲

一
 

開
し
ま
し
た
。
 

エ
ス
カ
レ
タ

ー
 

づ
き
の
立
派
な

庁
舎
に
、
た
だ

す
ば
ら
し
い
を
 

連
発
し
て
い
ま
し
た
。
 

 
と
く
に

外
崎
初
代
市
長
は
元
気
な
姿
で

参
列
し
、
感
激
も
ひ
と
し
お
だ

っ
た
よう
で
目
を
う
る
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
 

◇
市
民

一
般
公
開
 

九
月
十
七
、
十
八
、
十
九
日

の
三
日
間
は
、
市
民
へ
の

一
般

公
開
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
日
 

記
念
行
事
に
一
 

は
長
蛇
の
列
が
で
き
た
ほ
ど
の

盛
況
で
、
 ェ
ス
カ
レ
タ
ー
、
市

長
室
、
同
公
室
、
議
場
は
と
く

に
人
気
の
ま
と
で
し
た
が
、
市

民
本
位
に
利
用
し
ゃ
す
い
各
課

の
配
置
も
好
評
で
、
三
日
間
で

約
六
千
名
が
見
学
に
訪
れ
ま
し

た
。
 

日
市
長
を
発
令
 

三
役
、
秘
書
」
の
行
事
を
行
な

い
ま
し
た
。
ま
た
生
徒
会
役
員

九
十
名
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た

一
日
市
長
に
は
高
橋
淳
君

（
 

三
年
）
助
役
に
は
藤
田
美
智
子

さ
ん
 （
三年
）
収
入
役
に
は
山

本
晃
次
君

（
三
年
）
、
市
長
秘

書
に
は
小
山
内
志
加
子
さ
ん
 
（
 

二
年
）
助
役
秘
書
に
は
中
谷
慎

吾
君

（
一
年
）
に
、
佐
々
木
市

長
が
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。
 

胸
に
「

一
日
市
長
」
等
そ
れ
ぞ

れ
花
リ
ボ
ン
を
つ
け
、
本
物
の

各
机
に
す
わ
っ
て
、
早
速
仕
事

を
は
じ
ま
し
た
。
助
役
市
長
の

決
裁
は
「
土
曜
談
話
室
」
要
綱

の
決
定
に
、
収
入
役
は
教
育
関

係
支
出
に
、
押
印
、
つ
づ
い
て

市
長
公
室
で
の
記
者
会
見
に
望

み
、
市
長
公
室
を
「
土
曜
談
話

室
」
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
五
一
中
新
聞
部
の
記

者
（
四
人
）
が
佐
々
木
市
長
に

公
開
質
問
を
行
な
っ
て
、
市
政

全
般
の
動
き
や
、
市
長
の
信
念

人
生
観
な
ど
を
熱
心
に

メ
モ
し

て
い
ま
し
た
。
 

一
日
三
役
、
秘
書
の
感
想
は
 

「
立
派
な
庁
舎
だ
」
 
「役
所
の

仕
事
は
大
変
だ
と
思
う
」
 
「よ

い
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
と
の

べ
て
い
ま
し
た
が
、
座
談
会
で

は
公
営
企
業
、
出
稼
ぎ
対
策
、
 

教
育
振
興
に
関
す
る
専
門
的
な

質
問
や
意
見
が
続
出
、
本
物
市
 
 

長
も
タ
ジ
タ
ジ
の
場
面
も
あ
り

共
に
ょ
い
勉
強
と
な

っ
た
一
日

で
し
た
。
 

一
 土
曜
談
話
室
を
設
 

け

ま
し

た
 

市
で
は
、
十
月
一
日
か

ら
、
市
長
公
室
を
開
放
し

明
る
く
す
こ
や
か
な
市
づ

く
り
の
話
し
あ
い
の
場
と

す
る
た
め
、
土
曜
談
話
室

を
設
け
ま
し
た
。
土
曜
談

話
室
は
、
市
の
行
政
関
係

機
関
団
体
、
社
会
福
祉
団

体
等
に
、
休
日
を
除
く
毎

週
土
曜
日
p
十
三
時
か
ら

十
七
時
ま
で
開
放
し
て
い

ま
す
、
な
お
利
用
人
数
は

二
十
五
人
位
ま
で
の
会
合

に
ど
し
ど
し
利
用
下
さ
い

申
込
や
詳
し

い
事
は
市
長

室
長
ま
で
連
絡
下
さ

い
。
 

市
生
活
環
境

（
環
境
、
 

道
路
交
通
、
消
防
防
災
）
 

パ
ト
ロ
ー
ル
本
部
の
電
話

番
号
は
次
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
。
明
る
い
市
づ

く
り
の
た
め
に
、
ど
し
ど

し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

五
局
一
四
一
四
番
 

新
庁
舎
完
成
を
記
念
し
、
引
 
一
一
十
五
日
、

五
所
川
原
第
一
中

越
し
作
業
が
一
段
落
し
た
九
月
 
学
校
生
徒
会
を
招

い
て
「

一
日
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